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2024 年 2 月 1 日 No. 186（毎月 1 日発行） 

国安条例の意見公募を開始 

1. 国安条例の意見公募を開始 

香港政府は 2024 年 1 月 30 日、香港基本法（憲法に相当）第 23 条に基づく「国家安全維持条

例」の制定に向けた意見公募（パブリックコメント）を開始しました。政府保安局が発表した叩き台文書に

よると、同条例は 1. 国家（中国）への反逆、2. 反乱と扇動、3. 国家機密の不正入手とスパイ行為、

4. 国家の安全に危害を加える破壊などの活動、5. 域外からの干渉と国家の安全に危害を加える組織、

を取り締まるものとなります。政府トップの李家超（ジョン・リー）行政長官は同日の会見で、早期立法の必

要性を改めて訴えました。 

5 つの取り締まり対象のうち「反乱と扇動」では、クーデターの扇動などだけでなく、中国中央の香港出先

機関や香港の行政、立法、司法機関に対する憎悪や軽視、離反を煽ることや香港住民と本土住民との間

の憎悪や敵意を煽ることも禁止するとしています。 

また、「国家機密の不正入手とスパイ行為」は、国家機密の対象を７項目列挙し、これらの国家機密を

不正に入手したり、不法に所持・保管したりすることを禁じるとしています。ただし、７項目には「国家または

香港の経済・社会発展に関する秘密」「国家または香港の科学技術に関する秘密」などが含まれており、解

釈によっては外資企業のビジネスを制約する可能性があることも懸念されます。 

政府は国家安全維持条例について、域外でも一定の効力を持たせる方針です。意見公募は２月 28

日までとなっており、政府はその後、条例の最終案を取りまとめて立法会に提出する段取りとなっています。 
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